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日本海信用金庫 環境方針 

 

 

《基本理念》 

 日本海信用金庫は、地元を愛するとともに豊かな自然とすばらしい故郷が将来に亘り継

続するよう願っています。 

また、それを次の世代に引き継いでいくことが社会的責務と認識します。 

 そのために、役職員一人ひとりが日頃から職務を通して環境保全に取組みます。 

 

 

《基本方針》 

 当金庫は、環境問題に関する取組みをより積極化し、次の３つの役割を発揮していく。 

 

 

１．事業活動における環境負荷の低減をめざす 

当金庫は、電力使用量の管理・削減のほか、ガス、ガソリンなどのエネル

ギー使用の管理・抑制、ゴミの減量やコピー用紙使用量の管理・抑制など、

事業活動における環境負荷の低減をめざし、企業市民としての責務を果たす

ことに努める。 

 

 

２．本業（金融）を通じて環境問題に取り組む 

当金庫は、環境問題への対応を重要な経営課題のひとつに位置付け、環境

配慮型金融商品や環境格付等に基づいた融資の取扱いなど、成長分野である

環境関連事業に対するファイナンス機能を発揮し、本業（金融）を通じた取

組みに努める。 

 

 

３．環境保全活動等を通じて地域社会貢献に努める 

当金庫は、海岸、河川等の清掃活動や森林保護活動など、地域の環境保全活動、

資源保全活動への積極的参画を通じて、地域社会の一員として地域社会貢献に努

める。 

 

 



 

当金庫の主な取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

日本海信用金庫 

         理事長 徳富 悠司 

 

・事業活動において環境負荷の低減 

コピー用紙、粗品等エコ商品の活用 

エコドライブ・アイドリングストップ等の励行 

エレベーターの使用を極力抑え、階段を利用する 

建物照明設備のＬＥＤ化 

クールビズ・ウォームビス等を実施し環境問題に対する政府取

組の参加 

・金融業務を通じての環境問題への取組み 

カーローン（エコカー）・住宅ローン（エコ設備）等のエコ商 

品での金利割引 

・環境保全活動を通じての地域社会貢献 

海岸清掃等のボランティア活動 

「森づくりは海づくり」への参加 

 

 

 


